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令和５年４月３０日 

令和４年度の主な事業報告 

社会福祉法人 容風会 

 

 

社会福祉事業 

 

 

１．≪法人全体≫ 

 

 【法人理念】「感動を提供し、感情にあふれる時間と環境づくり」 

 【運営方針】「個人の意思の尊重」「自宅（在宅）生活の継続性の尊重」「豊かな人生の創造」 

 【2022 テーマ】『 NEXT 15 ～おきならしさの追求～ 

絶対大丈夫！ おきなの Challenge Spirit（ﾁｬﾚﾝｼﾞｽﾋﾟﾘｯﾄ）』 

 

 

令和４年度は『ＮＥＸＴ15～おきならしさの追求～』～絶対大丈夫！ おきなの Challenge  

Spirit～をテーマに掲げ、すべての利用者様が人間的で豊かな時間を過ごし、上質で快適な 

暮らしをおくっていただくため、自立を支援する介護の実践にチャレンジしてきました。 

まずは「自立支援介護」への取り組みが本格的にスタート。一年間、研修と実践、振り返り 

をＰＤＣＡサイクルで繰り返し「おきなの杜の自立支援介護」の確立を目指しています。 

日々のケアが根拠に基づき提供され、スタッフひとりひとりが自分の仕事に自信と誇りをも 

ち、大きな成長を遂げるための科学的な介護を身につけていくことができたと実感すること 

ができるようになっています。 

 

新型コロナウイルスについては、８月に特養でクラスターが発生。住民様１１名、スタッフ     

８名が一度に罹患しましたが、感染対策を即実行し、拡大することなく収束することができ 

ました。 

感染者数は徐々に減少傾向にありますが、まだまだ高齢者施設では予防対策に予断を許さな 

い状況です。 

万が一に備え、感染予防対策に備えた場合と、あわせて大雨等の災害時に備えた事業継続計 

画（ＢＣＰ）を策定しました。いざというときの体制と備蓄品の確保を継続しておこなって 

いるところです。 

 

コロナ禍において、社会福祉法人の使命である地域福祉の充実や地域交流がこの２～３年 

思うようにできていません。令和５年度は積極的に再開し、地域の皆様と関わっていきたい 

と思います。 
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（改修や設備機器、ICT 機器等の導入、コンサルタント導入など） 

 

１．「Wi－Fi ネットワーク構築工事 第２期工事」3,033,800 円／令和４年４月工事  

  本格的な介護現場でのＩＣＴ化に取り組み、全館津々浦々に Wi－Fiが行き届く工事を 

令和４年４月に完了しました。 

介護記録業務をスマートフォンやタブレットを持ち歩きながら出来るようになり、コロナ 

禍で家族面会が制限される中、LINE面会が支障なくできるようになり、ZOOMによる研修や 

病院とのカンファレンスをリモートでおこなうなど、まさにコミュニケーション・テクノ 

ロジーを実現できるようになりました。 

 

２．特養「見守りセンサー・ネオス ケア」１０台購入 5,016,000 円／令和５年３月  

  見守りセンサー「Neos+Care」（ネオスケア）を１０台導入。設置したセンサーで、離れた場所 

からでもスマホで居室内を確認でき、予測型であることから、早いタイミングで危険を察知でき、 

転倒を未然に防ぐことが可能となりました。 

また記録も残せるため検証や確認が複数のメンバーで実施できるなどリスクの改善・対策に 

つながっています。（福岡県介護ロボット導入支援事業補助金 助成額 3,000,000 円） 

 

３．自立支援介護 コンサルタント導入 4,620,000 円／年（３ヵ年計画）  

  法人全体で自立支援介護に取組んでいます。「水分ケア」「栄養ケア」「運動ケア」「排便ケア」の 

４つのケアを基本に取組むことで、利用者の体調が整い、体力や活力を取り戻すことができ、 

良い効果を得られるようになっています。 

導入にあたって、コンサルタントに依頼し、３年間、教育支援をしていただきます。 

月に２回、座学と事例検討会を重ね、自立支援介護分野のトップを走りたいと思います。 

 

 

２．≪経営管理本部≫ 

  令和４年度は「使命・成果・効率３つのキーワードでハイレベルな事務局へ」を目指し取り組みま

した。SDGs や人材確保、地域貢献の達成に向け、事務局がリードして取り組んでいるところです。 

経営面では、予算目標を上回る資金収支差額（収益）を残すことができました。 

  支出面では電気代やガソリン代の高騰が顕著にみられ、直接的な支出の増加に加え、委託契約会社

からの契約の見直し・値上げが重くしかかりました。経費削減に取り組み、あらゆる補助金・助成

金を漏れなく獲得し、各事業所が収入目標を到達してくれたおかげで、前年度と比較しても大幅な

黒字となりました。 

 

（職員在籍数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和５年３月末 

事 業 所 名 正職員 契約職員 合 計 

1.法人本部 1 0 1 

2.特別養護老人ホーム 45 18 63 

3.ショートステイ 5 2 7 

4.デイサービス元気塾 12 1 13 

5.デイサービス文化村 11 2 13 

6.デイサービス OKINAdeARUKU 7 2 9 

7.居宅 4 0 4 

合  計 85 25 110 
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３．≪特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）≫ 

  令和４年度は、「自立支援介護実践スタート！ハイレベルな介護サービスを目指します」を 

スローガンに取組みました。 

  年間を通じて稼働率（対満床）は 96.6％、収入目標達成率 101.1％。 

  自立支援介護、ノーリフティングケア、先進的介護をケアの３本柱としました。 

  「自立支援介護」「ノーリフティングケア」においては、各専門職種やリーダー等が主導し、知識と 

技術の習得、向上を目指し、一丸となって取り組みました。 

「先進的介護」では業務の見える化、業務仕分けをまず行ない業務効率化を図っています。 

  人にしかできないこと、ロボットでもできること、外注できることなど試行錯誤を繰り返し、 

  もっと多くの時間を職員が利用者様と向き合えることに費やせないか、を目指しています。 

 

 

４．≪ショートステイ（短期入所生活介護）≫ 

  令和４年度は、「笑顔、元気、感謝をあなたに届けます！№１おきなの杜別館を目指します」を 

スローガンに取組みました。 

年間を通じて稼働率（対満床）は 92％、収入目標達成率 101.2％。  

  スローガンに掲げたように、利用者様ご本人からは「楽しかった、また来たい」と、ご家族からは

「安心してお願いできています」と嬉しい言葉を多くいただきました。 

  新型コロナウイルスの影響はありませんでしたが、入所・入居にともなう利用終了者が多く、 

  新規獲得に奔走した一年でした。結果７０名の新規ご利用者の獲得につながりました。 

 

 

５．≪デイサービス（通所介護）≫ 

 ◯いきがい元気塾では、令和４年度「LIFE STORY～もっと元気に、もっと笑顔に」をスローガンに

取り組みました。 

年間を通じて稼働率は（対定員）84％、収入目標達成率 102.8％。 

  令和４年度の新たな取り組みとして、YouTube チャンネルを開設し、自宅で出来る筋トレや座って 

出来るダンスやエクササイズを配信しました。 

また、元気塾では認知症や中重度者、医療ニーズの高い方の受け入れをおこなっていることから、

その方の健康管理や機能の維持・向上を多職種連携で取り組み、優しさを伝える技法であるユマニ

チュードの活用を深めた一年となりました。 

 

 

 ◯やりがい文化村では、令和４年度「Grow up！スタッフも利用者も「本気」にコミット！」をスロ 

ーガンに取り組みました。 

  年間を通じて稼働率は（対定員）87％、収入目標達成率 104.1％。 

  大人のカルチャーセンターをコンセプトに開設され１１年が経ちました。今年は１０年近く継続し 

て利用されてこられた利用者様が、入院や入居などで利用が終了となり、入れ替わりの多い一年と 

なりました。ただ、大変有難いことに、空きを待ってくださっている方が多くおられ、順次ご案内 

をさせていただいています。人気の理由は、豊富な文化活動にあります。木工から手芸まで、外部 

講師を招いた本格的なワークショップも大好評です。 

 

 

◯OKINA de ARUKU(オキナデアルク)は、開設して６年目を迎えました。 

 「NO ARUKU,NO LIFE！SHALL WE WALK WITH？」をスローガンに取り組みました。 

年間を通じて稼働率は（対定員）81％、収入目標達成率 113.1％。  

『歩くことに特化したデイサービス』という使命のもと、コロナ禍だからこそ、歩かなくては！と 

 運動機会が少なくなった利用者様や足が弱ってしまった利用者様、それぞれに抱える疾患と向き合

い、個別の運動プログラムの提案やホームエクササイズの指導にも取り組みました。 

  新たな取り組みとしては、「デイサービスで運動をしに行くのに、何を着たらよいかわからない」 
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とのお声にお応えして、アルク・オリジナル T シャツ、トレーナーを製作。皆さま、張り切って着 

用して運動しています。 

OKINAdeARUKU は、これまでなかなか利用者数も伸び悩んでいましたが、今年度は前年度対比

でプラス約 970 万円と大幅に増やすことができました。 

 

  

６．≪ヘルパーステーション（訪問介護）≫（事業休止中） 

  訪問介護は、地域包括ケアの重要な担い手として、法人としても重要な役割を持った事業所である

と考え、平成 18 年より運営を続けてきましたが、人材不足や登録ヘルパーの高齢化などスタッフ

が慢性的に不足している状況が長年続いており、これらの課題が今後、解消される目途が立たず、

また、一度も事業収支が黒字に転じなかったことから事業継続の可否を検討した結果、一旦の休止

期間を設けることとし、令和４年度は事業を休止いたしました。 

  一年経過したのちの令和５年５月２７日の理事会において廃業を決定しました。 

 

公益事業 

 

１．≪地域介護支援センター(居宅介護支援)≫ 

  令和４年度は「自立支援に向けた質の高いケアマネジメントを遂行します」をスローガンに取り組 

みました。 

  今年度も新型コロナウイルスの影響により、利用者・家族が在宅にいながらいつも通りの生活を送

ることが困難な場面に直面することがありましたが、その都度、各関係機関と連携し、支援をしま

した。 

また今年度は、ケアプランデータ連携システムや国が推進する適切なケアマネジメント手法の導入

などを部内で研修、情報共有をおこない知識を深めました。信頼される介護相談処を目指し、日々

まい進しています。 

  コロナ禍で地域包括システムの構築に動き出せないでいましたが、次年度より再開していきます。 

  令和４年度のスタートは、１名退職にともないケアマネジャー３名体制となしましたが、3 月に 

１名入職し、４名体制に戻すことができました。 

 

収益事業 

 

１．≪不動産賃貸業≫ 

  当施設が高台にあり、携帯電話会社のアンテナの設置に屋上の一部を賃貸した。周辺地域の電波の

改善にも協力でき、使用していない部分の不動産を賃貸し、わずかながら収益を得る事業となっていま

す。 


